
新年のごあいさつ
町表彰式典・社会福祉大会開催
まちのわだい
男女共同参画に関する町民意識調査結果
Dｒ．健康コラム
お知らせ
パブリックコメント募集
はるその常北高校
文芸しろさと
桂図書館資料館だより＆今月の相談
１才になりました

新年のごあいさつ
町表彰式典・社会福祉大会開催
まちのわだい
男女共同参画に関する町民意識調査結果
Dｒ．健康コラム
お知らせ
パブリックコメント募集
はるその常北高校
文芸しろさと
桂図書館資料館だより＆今月の相談
１才になりました

 2
3
4
6
8
9�
10
11
12
13�
14

 2
3
4
6
8
9�
10
11
12
13�
14

お米日本一コンテスト
　　　　　　　 inしずおか2011
お米日本一コンテスト
　　　　　　　 inしずおか2011

おいしいお米日本一に
輝きました！
おいしいお米日本一に
輝きました！

最優秀賞　盛田　守さん（写真右から３人目）
優  秀  賞　富田　昇さん（写真左から３人目）
最優秀賞　盛田　守さん（写真右から３人目）
優  秀  賞　富田　昇さん（写真左から３人目）

（関連記事は裏表紙に記載）（関連記事は裏表紙に記載）



　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い

新
年
を
迎
え
、
健
や
か
に
お
過
ご
し
の
こ

と
と
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
年
頭
に
当
た
り
城
里
町
議
会
を
代
表
し

て
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
町
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

日
頃
よ
り
町
議
会
に
対
す
る
暖
か
い
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
低
迷
し
た
経
済
情
勢
に

欧
州
財
政
危
機
が
加
わ
り
、
世
界
は
混
沌

し
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
国
内
で
は
、
昨
年
三
月
に
、
千
年

に
一
度
と
言
わ
れ
る
東
日
本
大
震
災
に
見

舞
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
震
災
に
よ
り
福
島
原
発
事
故
が
発

生
し
、
電
力
供
給
問
題
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
施

策
問
題
等
へ
と
日
本
全
体
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
城
里
町
に
お
い
て
も

甚
大
な
被
害
を
受
け
、
現
在
復
旧
・
復
興

に
向
け
て
、
議
会
と
し
ま
し
て
も
鋭
意
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
人
と
自
然
が
響
き
あ
い  

と
も

に
輝
く
住
み
よ
い
ま
ち
」
を
将
来
像
と
し

て
い
ま
す「
第
一
次
城
里
町
総
合
計
画
」の

後
期
に
入
り
、
計
画
を
具
体
化
し
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
現
在
、
本
町
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
で
あ
り
ま

す
が
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
活

力
に
溢
れ
た
地
域
社
会
と
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
方
分
権
の
進
展
に
よ
り
、
議

会
と
議
員
が
果
た
す
べ
き
役
割
、
責
務
の

重
要
性
は
益
々
増
大
し
て
き
て
い
ま
す
。

議
会
の
役
割
は
予
算
な
ど
の
議
決
の
み
で

は
な
く
、
行
政
の
監
視
と
合
わ
せ
て
、
政

策
を
提
案
し
な
が
ら
同
時
に
町
民
の
皆
様

の
声
を
行
政
に
反
映
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
町
議
会
と
し
ま
し
て
も
、
執
行
部
と
互

い
に
切
磋
琢
磨
を
し
な
が
ら
、
皆
さ
ん
が

住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
に
向
け
努
力
し
て
い
く
所
存
で
あ

り
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
町
民
の
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お

願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方
の
ご

多
幸
と
ご
健
勝
を
心
よ
り
ご
祈
念
を
申
し

上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災
及
び
こ
れ
に

伴
い
ま
す
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事

故
に
よ
る
放
射
性
物
質
の
外
部
へ
の
放
出

事
故
等
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　
と
り
わ
け
未
曽
有
の
災
害
と
な
っ
た
こ

の
大
震
災
で
は
、
役
場
本
庁
舎
等
の
公
有

施
設
が
被
災
、
ま
た
、
民
家
等
に
お
き
ま

し
て
は
屋
根
瓦
の
崩
落
、
石
塀
等
の
倒
壊

等
々
に
よ
り
、
不
安
の
中
で
の
ご
越
年
と

な
っ
た
こ
と
と
ご
推
察
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
今
年
は
こ
の

大
震
災
か
ら
の
復
興
を
最
優
先
施
策
と
し

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
特
に
行
政

機
能
の
核
と
な
る
本
庁
舎
に
つ
き
ま
し
て

は
、「
庁
舎
建
設
検
討
委
員
会
」を
組
織
し

ご
審
議
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

早
急
な
建
設
に
向
け
て
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
も
停
滞
す
る
こ
と
な
く

邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
我
が
国
は
戦
後
の
高
度
経
済
成

長
と
そ
の
後
の
厳
し
い
経
済
不
況
を
経
て
、

社
会
・
経
済
全
般
に
わ
た
る
構
造
改
革
が

進
め
ら
れ
、
そ
の
改
革
や
変
革
の
激
し
い

潮
流
の
渦
中
に
あ
り
ま
す
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、
急
速
な
少
子
高
齢

社
会
の
到
来
や
地
球
規
模
で
進
む
環
境
問

題
、
高
度
情
報
化
の
進
展
な
ど
、
社
会
情

勢
の
変
化
や
住
民
ニ
ー
ズ
の
高
度
化
・
多

様
化
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
自
己
決
定
・
自
己
責
任
の
も
と
に
行

い
、
さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
を
進
め
、
安

定
し
た
財
政
構
造
を
確
立
し
て
い
く
考
え

で
あ
り
ま
す
。
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、

町
民
の
満
足
度
を
高
め
て
い
く
た
め
に
は
、

行
政
と
町
民
の
皆
さ
ん
が
共
に
知
恵
を
出

し
合
い
、
柔
軟
な
発
想
と
大
胆
な
実
行
の

も
と
に
地
域
力
を
高
め
、
町
民
主
体
の
社

会
を
構
築
し
、
町
の
将
来
像
で
あ
る
「
人

と
自
然
が
響
き
あ
い
　
と
も
に
輝
く
住
み

よ
い
ま
ち
」
の
実
現
を
目
指
し
、
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
町
政
を
担
当
し
て
４
年
目
を
迎
え
ま
す
。

課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
町
民
の

皆
様
と
と
も
に
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、

希
望
の
光
を
見
出
す
た
め
に
全
力
を
尽
く

す
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
新
し
い
年
の
初

め
に
町
民
の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝

を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

城里町長

阿久津　藤男

城里町議会議長

小松　　三夫
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11
月
25
日（
金
）、
常
北
公
民
館
体

育
室
に
お
い
て
第
７
回
城
里
町
表
彰

式
典
・
社
会
福
祉
大
会
を
開
催
し
、

受
賞
者
や
招
待
者
な
ど
約
300
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

　
町
関
係
で
は
、
様
々
な
分
野
で
町

勢
の
進
展
に
寄
与
さ
れ
た
個
人
・
団

体
を
表
彰
。
続
い
て
、
町
社
会
福
祉

協
議
会
関
係
で
は
、
地
域
福
祉
の
向

上
に
寄
与
さ
れ
た
個
人
・
団
体
等
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
関
係
の
表
彰
受
賞
者
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

◆
自
治
表
彰
◆

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　
小
林
　
利
信
（
磯
野
）

　
青
　
　
輝
夫
（
孫
根
）

　
仲
田
　
一
司
（
塩
子
）

◆
一
般
表
彰
・
表
彰
状
◆

○
区
長

　
　
谷
　
　
晃（
阿
波
山
）

　
　
　
　
一
郎（
小
勝
）

○
保
護
司

　
大
越
　
孝
啓（
那
珂
西
）

○
人
権
擁
護
委
員

　
磯
部
　
長
司（
下
古
内
）

○
民
生
委
員
児
童
委
員

　
阿
久
津
春
雄（
小
勝
）

　
故
・
飯
村
　
幾
子（
石
塚
）

　
瀬
谷
　
博
子（
石
塚
）

　
加
藤
　
三
郎（
石
塚
） 

　
磯
部
　
長
司（
下
古
内
）

　
加
瀬
　
　
　（
石
塚
）

　
細
谷
　
敬
子（
上
青
山
）

　
所
　
　
好
夫（
下
青
山
）

　
鯉
渕
　
善
子（
上
古
内
）

　
　
野
　
　
　（
下
古
内
）

　
三
村
　
壽
子（
高
久
）

　
小
林
　
　
代（
岩
船
）

　
関
口
惠
美
子（
御
前
山
）

　
袴
塚
　
　
雄（
増
井
）

　
興
野
　
正
江（
上
圷
）

　
小
林
　
彦
一（
錫
高
野
）

　
松
島
　
典
子（
阿
波
山
）

　
根
本
　
清
美（
小
勝
）

○
学
校
医

　
広
沢
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

　
広
沢
　
邦
浩

○
登
録
統
計
調
査
員

　
小
山
司
農
夫（
那
珂
西
）

○
寄
　
附

　
　
カ
ス
ミ

◆
一
般
表
彰
・
感
謝
状
◆

○
区
　
長

　
根
本
　
一
雄（
小
勝
）

　
清
水
　
誠（
石
塚
）

　
綿
引
　
　
紀（
石
塚
）

　
小
堀
　
正
敏（
岩
船
）

　
福
田
　
定
夫（
徳
蔵
）

　
浅
野
　
益
男（
石
塚
）

○
民
生
委
員
児
童
委
員

　
小
野
瀬
　
元（
上
入
野
）

○
登
録
統
計
調
査
員

　
大
　
　
一
夫（
勝
見
沢
）

　
細
谷
　
貞
好（
春
園
）

○
上
入
野
地
区
農
業
集
落
排
水

　
処
理
施
設
維
持
管
理
組
合
長

　
園
部
　
　
　（
上
入
野
）

○
奉
仕
活
動

　
水
井
　
英
彦（
水
戸
市
）

○
寄
　
附

　
大
塚
　
　
士（
石
塚
）

　
浅
野
　
徹（
東
京
都
）

　
石
川
　
久
枝（
横
浜
市
）

　
鯉
渕
　
　
四（
石
塚
）

　
芝
谷
　
英
夫（
大
阪
府
）

　
　
水
戸
法
人
会
城
里
地
区
会

　
水
戸
農
業
協
同
組
合

　
　
常
陽
銀
行

　
群
馬
県
町
村
会
　

　
　
ジ
ェ
イ
エ
イ
水
戸
グ

　
ル
ー
プ
サ
ー
ビ
ス

　
　
茨
城
県
自
動
車
整
備

　
振
興
会
水
戸
支
部
　

　
龍
谷
院
檀
信
徒
一
同

　
茨
城
県
猟
友
会
城
里
支
部

　
茨
城
中
央
農
業
協
同
組
合

　
エ
ス
テ
ィ
コ
ン
サ
ル
テ

　
ィ
ン
グ

　
　
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
　

　
　
筑
波
銀
行

○
災
害
時
支
援

　
　
カ
ク
ラ
イ
　

　
磯
部
材
木
店
　

　
ヤ
マ
ト
運
輸
　
茨
城
主

　
管
支
店

　
　
日
本
自
動
車
研
究
所
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　12月１日に第39回花と緑の環境美化コンクール（大好きいばらき県民

会議主催）表彰式が県民文化センターにおいて行われました。

　今年は県内762団体の申し込みがあり、城里町からは夏場の異常気象

で花壇の管理が難しい中、見事な花を咲かせた２団体が入賞しました。

環境美化活動で町内２団体が受賞環境美化活動で町内２団体が受賞

　また、今回の表彰式において平成19年度から５年間「花と緑の県民運

動モデル指定」を受けて活動を行ってきた下圷三世代交流団体に感謝状

が贈呈されました。

○茨城県造園建設協会会長賞

　石塚小学校

○茨城県議会議長賞

　錫高野生産クラブ



　子どもたちに人権について理解を深めてもらう

ため、町の人権擁護委員が町内の学校を訪問し、

いじめをテーマとした人権教室を開催しました。

　この日は、久保田殿司委員が教壇に立ち、４年

生とともにいじめをテーマにした啓発ビデオを見

ながら、いじめる側といじめられる側それぞれの

心情の変化を考えてい

く授業を行い、いじめ

をなくすためにはどう

すればよいかを話し合

いました。

　東日本大震災で校舎が被災した常北中学校にお

いて、２年生105人と県教育委員会、保護者が参加

し、「震災から学んだこと」と題した教育懇談会が

行われました。

　懇談会では、地震発生から現在に至るまでを振

り返るスライドショーを見た後、震災時の体験を

もとに今後どのような備えをすべきかをテーマと

したパネルディスカッションが行われました。

　参加した保護者からは「震災の時には家族や地

域で助け合い、絆の

大切さを学んだ。」

生徒代表からは「震

災を乗り越え、前向

きに頑張っていきた

い。」との意見が述

べられました。

叙勲受章おめでとうございます

常北小学校
いじめをテーマとした人権教室を開催12
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　町内にお住まいの叙勲受章者で広報掲載のご了解をいた

だける方は下記までご連絡ください。

連絡先　総務課　広報担当　　029－288－3111 (内線211)

　昭和36年に茨城県警の警察官として採用され、
平成12年までの39年間、県内の治安維持に尽力さ
れました。受章の感想について田口さんは、「受章
できて感激です。警察官を長年続けてこられたの
　　　　　　　　　　　は、妻の内助と子どもた
　　　　　　　　　　　ちの協力のおかげです。
　　　　　　　　　　　次の世代を担う若い警察
　　　　　　　　　　　官にもぜひ頑張ってもら
　　　　　　　　　　　いたい。」と話されまし
　　　　　　　　　　　た。

田口　　清 さん（石塚）

震災をテーマとした教育懇談会を開催11
30

　第５回城里町音楽のつどい（城里町教育研究会

主催）が開催され、町内の小中学校８校が参加し、

これまで練習を重ねてきた楽器演奏や合唱を披露

しました。

　今年度は、小学校の統合により学校数が少なく

なりましたが、統合した小学校では今年度から同

じ学校で学ぶこととなった児童が協力し合い、日

頃の練習の成果を発揮して

息の合った演奏を披露しま

した。

　会場には保護者も大勢訪

れ、表現豊かにのびのびと

発表する子どもたちに大き

な拍手を贈っていました。

常北中学校体育館
日ごろの練習の成果を披露11

11

　平成23年度公民館美術展が１１月に各公民館で開催されました。

　今年も町内の保育所（園）、幼稚園、小・中学校や、公民館講座、文化協会など沢山の方々にご協力いただ

き、例年にも増して質の高い作品が展示され、来館者の目を楽しませていました。

常北公民館・桂公民館・七会公民館
公民館美術展を開催しました

七会公民館（11月５・６日） 桂公民館（11月12・13日） 常北公民館（11月19・20日）



優勝した石塚ビックス

表彰を受ける　桂コンドルズの選手

優　勝　オール東海ジュニア
準優勝　美野里スラッガーズ
第３位　桂コンドルズ

5

　子育て支援ボランティア「城里町母子愛育会」が

主催するクリスマス会に、親子およそ80人が参加

しました。

　クリスマス会では、親子で協力してクリスマス

リースの飾り付けをした後、ボランティアと一緒

に歌やダンスを楽しみました。そこに突然サンタ

　　　　　　　　　　　　　　さんが登場！サン

　　　　　　　　　　　　　　タさんからプレゼ

　　　　　　　　　　　　　　ントを手渡された

　　　　　　　　　　　　　　子どもたちは大喜

　　　　　　　　　　　　　　びしていました。

常北保健福祉センター

サンタさんからうれしいプレゼント12
2

　錫高野地内の県道石塚錫高野線道路沿いに、突

如、たくさんの「かかし」が出現しました。

　この「かかし」

は錫高野区内の

自治会、子ども

会、高齢者クラ

ブなどが製作し

たもので、地区

の三世代交流事

業の芋煮会とと

もに開催された「第１回かかし祭り」で展示されま

した。

　沿道にずらりと並んだかかしは、個性豊かなも

のが多く、道を通る人々の目を楽しませていまし

た。

常北保健福祉センター

かかし作りで世代間交流10
19

　心の健康づくりを目的として、沢山小学校（11
月24日）と常北小学校（12月２日）において、NPO
法人リズムロード代表理事馬立明美先生による音

楽療法を用いた教室を行いました。

　児童がハンドベルなどを使って合奏する場面も

あり、参加した児童は「音楽で自分の気持ちを表

せるのがすごいと思った。」と感想を述べていま

した。

「音とリズムによる心の健康づくり教室」を開催

　特定健診事業の一環として水中体操教室（全６回）

が行われました。

　今年で２年目となるこの教室には、水を苦手と

する方も参加されていましたが、回を重ねるごと

に水にも慣れ、最終日にはしっかりと水中体操の

良さを実感できた様子でした。終了後のアンケー

トでは、「いかに自分が運動不足であったかを痛感

した」「定期的に水中体操教室を開催して欲しい」

など、参加者それ

ぞれが生活習慣を

見直し、運動への

意欲を高めるきっ

かけをつかむこと

ができました。

健康増進施設ホロルの湯

水中体操にチャレンジ10
19

11
6

第６回城里杯少年野球大会秋季新人戦
常北運動広場ほか

　近隣の少年野球スポーツ少年団28チームが参
加し行われたこの大会で、桂コンドルズが３位
入賞を果たしました。

11
7

第７回イオンモール水戸内原杯
上中妻少年野球大会

水戸市 田野球場ほか

　水戸市近隣の少年野球スポーツ少年団20チー
ムが参加し行われたこの大会で、石塚ビックス
野球スポーツ少年団が見事優勝を果たしました。



全体

男性

女性

男女ともに仕事をし、家事・育児は主に女が分担する
男女ともに仕事をし、家事・育児は主に男性が分担する
その他

男は仕事、女は家事・育児をする
女は仕事、男は家事・育児をする
男女ともに仕事をし、家事・育児を分担する
無回答

家庭生活（家事・育児など）

職場

学校教育の場

政治の場

行政区、自治会などの住民組織

市民活動やボランティア組織

社会通念・慣習・しきたりなど

法律や制度

社会全体

15.2％15.2％ 15.4％15.4％ 1.2％1.2％ 61.1％61.1％ 3.6％3.6％ 3.4％3.4％

17.3％17.3％ 21.7％21.7％ 1.4％1.4％ 2.9％2.9％ 3.5％3.5％52.9％52.9％

13.6％13.6％ 10.2％10.2％ 10.2％10.2％

0.1％0.1％

0.3％0.3％

4.3％4.3％ 2.6％2.6％

9.2％9.2％ 20.2％20.2％ 38.1％38.1％ 14.8％14.8％ 8.1％8.1％ 9.3％9.3％ 6.7％6.7％

6.4％6.4％ 33.5％33.5％ 37.1％37.1％9.5％9.5％ 9.5％9.5％

9.5％9.5％

9.5％9.5％

9.5％9.5％

9.8％9.8％

8.6％8.6％

8.8％8.8％

9.3％9.3％

13.3％13.3％27.4％27.4％39.3％39.3％ 4.0％4.0％ 7.5％7.5％

43.9％43.9％ 8.4％8.4％20.5％20.5％
4.0％4.0％
7.2％7.2％6.6％6.6％

0.9％0.9％

8.4％8.4％

0.9％0.9％
5.2％5.2％ 10.1％10.1％19.9％19.9％53.8％53.8％9.8％9.8％ 11.7％11.7％ 47.1％47.1％ 26.9％26.9％
0.3％0.3％

13.9％13.9％ 27.6％27.6％

12.1％12.1％ 38.8％38.8％ 14.0％14.0％ 24.8％24.8％

38.6％38.6％ 15.0％15.0％39.0％39.0％ 27.5％27.5％ 2.0％2.0％ 6.4％6.4％
11.0％11.0％

0.3％0.3％

7.5％7.5％

1.4％1.4％
17.1％17.1％ 52.0％52.0％ 11.9％11.9％

17.1％17.1％

8.8％8.8％

42.9％42.9％ 10.2％10.2％ 18.6％18.6％

41.4％41.4％ 29.0％29.0％6.6％6.6％ 6.9％6.9％

44.8％44.8％ 22.5％22.5％
1.7％1.7％

0.9％0.9％
15.3％15.3％ 7.2％7.2％

0.6％0.6％
15.3％15.3％

12.1％12.1％ 44.8％44.8％ 20.2％20.2％ 9.5％9.5％ 8.1％8.1％
4.3％4.3％

0.9％0.9％

19.1％19.1％ 51.7％51.7％ 10.7％10.7％ 28.6％28.6％

10.2％10.2％ 53.1％53.1％ 9.0％9.0％ 16.2％16.2％

25.0％25.0％ 26.2％26.2％7.5％7.5％
4.3％4.3％

4.9％4.9％

1.7％1.7％

46.2％46.2％ 25.7％25.7％ 11.6％11.6％ 6.4％6.4％
4.0％4.0％

4.9％4.9％

1.2％1.2％

2.9％2.9％

1.0％1.0％

2.1％2.1％

0.7％0.7％

1.7％1.7％2.4％2.4％

9.5％9.5％

0.7％0.7％

2.6％2.6％ 4.8％4.8％

0.7％0.7％

1.4％1.4％

2.9％2.9％

0.2％0.2％

6

　町では「第２次城里町男女共同参画基本計画」策定にあたり、町の現状と課題を把握し、今後の基礎
資料として活用することを目的に、町内にお住まいの満20歳以上の男女方から無作為に2,000人を抽
出し、調査を実施いたしました。

　「男女ともに仕事をし、家事・育児を分担する」と考える方は、全体では61.1％と最も多かった項目になっ
ています。しかし、男性では52.9％、女性では68.3％と15ポイント以上の差があり、男女間で考え方に開き
が見られます。

　「学校教育の場」においては男女とも半数近くの方が平等と感じています。しかし、社会全体では「男性の
方が優遇」、「どちらかといえば男性の方が優遇」と感じている方が多くなっている様に、どの項目も男性優
遇と感じている方が多く、女性の方がよりその傾向が強くなっています。

どちらかといえば男性の方が優遇
どちらかといえば女性の方が優遇
わからない

男性の方が優遇
平等
女性の方が優遇
無回答

◆ 回収結果　772票回収　回収率38.6％ ◆



介護サービスの充実

女性の再就職や起業支援の充実

保育サービスの充実

学校における男女平等教育の充実

女性のための相談窓口の充実

地域で活躍できる女性リーダーの育成

男女共同参画を推進する行政体制の強化

行政の各種委員会、審議会への女性の登用

女性特有の病気、健康問題に
配慮した保健・医療サービスの充実

男女共同参画についての
意識啓発や広報活動

問合せ　総務課　秘書・広報・広聴グループ　　029‐288‐3111（内線210、214）

全　体

男　性

女　性

 48.6％ 48.6％
 46.8％ 46.8％

 50.2％ 50.2％ 50.2％

 33.4％ 33.4％
 27.2％ 27.2％

 38.6％ 38.6％

 33.4％ 33.4％
 25.7％ 25.7％

 39.8％ 39.8％

 30.1％ 30.1％
 29.2％ 29.2％

 31.0％ 31.0％

 27.7％ 27.7％
 34.7％ 34.7％

 22.4％ 22.4％

 17.7％ 17.7％
 19.9％ 19.9％

 16.0％ 16.0％

 17.7％ 17.7％
 21.4％ 21.4％

 15.0％ 15.0％

 17.6％ 17.6％
 22.3％ 22.3％

 12.1％ 12.1％

 16.6％ 16.6％
 22.0％ 22.0％

 12.1％ 12.1％

 14.9％ 14.9％
 11.3％ 11.3％

 18.1％ 18.1％

7

　ほとんどの項目で約８割の方が「ま

ったくない」と答えていますが、女性

の『精神的・心理的暴力』では、「まっ

たくない」が７割を切っています。こ

の項目では男女とも、「何度もあった」、

「１、２度あった」と答えている方が多

く、女性では２割の方が、男性でも１

割の方が、『精神的・心理的暴力』を受

けています。

　また、どの項目も女性の方が「あっ

た」と答えた方が多くなっています。

　町に望む男女共同参画の施策は「介護サービスの充実」が最も多く、次いで「女性の再就職や起業支援の充

実」、「女性特有の病気、健康問題に配慮した保健・医療サービスの充実」となっています。「介護サービスの

充実」、「保育サービスの充実」では男女とも回答率に差はありませんが、その他の項目では、男女の回答率

に差が見られます。

何度もあった
1、2度あった
まったくない
無回答
何度もあった
1、2度あった
まったくない
無回答
何度もあった
1、2度あった
まったくない
無回答
何度もあった
1、2度あった
まったくない
無回答

0.3％
1.7％

88.7％
9.2％
3.2％
9.2％

80.1％
7.5％
0.3％
3.2％

87.0％
9.5％
0.3％
0.9％

89.0％
9.8％

男  性 女  性
1.7％
5.0％

83.8％
9.5％
8.3％

13.6％
69.8％
8.3％
1.9％
3.1％

85.5％
9.5％
1.0％
2.9％

86.4％
9.8％

（1） 身体的暴力
　  （殴る、蹴るなど）

（2） 精神的・心理的暴力
　  （無視、怒鳴る、脅すなど）

（3） 経済的暴力
　  （生活費を渡さないなど）

（3） 性的暴力
　  （性行為や中絶を強要するなど）



広　告

　
私
た
ち
の
か
ら
だ
を
循
環
す
る

血
液
中
に
は
、
赤
血
球
、
白
血
球
、

血
小
板
と
い
う
三
種
類
の
細
胞
成

分
が
含
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
骨

髄
と
呼
ば
れ
る
部
位
で
血
液
細
胞

の
種
と
い
う
べ
き
造
血
幹
細
胞
か

ら
つ
く
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
血
球

成
分
の
特
徴
を
備
え
た
細
胞
に
分

化
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
過
程
で

は
、
造
血
細
胞
を
育
む
の
に
適
し

た
環
境
と
し
て
の「
骨
髄
」が
大
切

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

さ
ま
ざ
ま
な
細
胞
が
分
泌
す
る
造

血
因
子
（
増
殖
を
促
進
し
た
り
機

能
を
修
飾
し
た
り
す
る
タ
ン
パ
ク

質
）
が
多
数
見
出
さ
れ
、
血
液
細

胞
や
骨
髄
支
持
細
胞
の
間
で
複
雑

な
や
り
取
り
が
な
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
近
年
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

　
血
球
成
分
の
機
能
に
つ
き
ま
し

て
は
、
赤
血
球
は
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

と
い
う
鉄
を
核
と
す
る
タ
ン
パ
ク

を
含
み
、
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
が
肺
か

ら
取
り
入
れ
た
酸
素
を
末
梢
組
織

に
供
給
す
る
う
え
で
大
切
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。
白
血
球
に
は

体
外
か
ら
侵
入
し
て
き
た
病
原
微

生
物
を
直
接
包
み
込
ん
で
食
べ
る

細
胞
や
、
抗
体
を
産
生
す
る
細
胞

が
あ
り
、
免
疫
機
構
が
正
常
に
機

能
す
る
う
え
で
中
心
的
な
役
割
を

果
た
し
ま
す
。
一
方
、
血
小
板
は

骨
髄
中
の
巨
核
球
と
い
う
大
型
細

胞
の
細
胞
質
が
ち
ぎ
れ
て
血
液
中

に
放
出
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
組

織
の
損
傷
を
感
知
し
て
多
数
接
着

す
る
こ
と
で
血
が
止
ま
る
一
連
の

反
応
の
第
一
段
階
に
作
動
し
ま
す

が
、
そ
の
一
方
で
血
栓
性
疾
患
の

発
症
に
も
か
か
わ
る
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
細
胞
成
分
の
数
は
健
康

な
状
態
で
は
あ
る
適
正
範
囲
に
調

節
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
血
球
三
成
分
に
つ
い
て
の
検
査

を
血
算
と
呼
び
、
日
常
診
療
や
健

診
で
は
基
本
的
な
項
目
と
な
っ
て

い
ま
す
。
赤
血
球
数
、
白
血
球
数
、

お
よ
び
血
小
板
数
を
基
本
と
し
て
、

赤
血
球
系
で
は
血
色
素
量
（
ヘ
モ

グ
ロ
ビ
ン
）、
血
球
容
積
（
ヘ
マ
ト

ク
リ
ッ
ト
）
等
も
指
標
と
さ
れ
ま

す
。
よ
く
使
わ
れ
る
指
標
を
、
表

１
に
示
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
検
査

値
は
血
球
自
動
分
析
装
置
に
よ
り

自
動
算
定
さ
れ
ま
す
。

　
健
診
の
貧
血
検
査
で
異
常
を
指

摘
さ
れ
た
方
が
、
病
院
を
訪
れ
た

場
合
、
担
当
の
先
生
は
ま
ず
血
算

を
再
検
し
ま
す
。
健
診
票
で
は
赤

血
球
に
関
す
る
項
目（
貧
血
検
査
）、

ま
た
は
白
血
球
数
＋
赤
血
球
に
関

す
る
項
目
の
一
部
の
み
表
示
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
情
報
と
し

て
不
十
分
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

表
示
さ
れ
て
い
な
い
項
目（
白
血

球
数
、
血
小
板
数
他
）を
知
る
こ

と
に
よ
り
全
体
を
見
渡
し
て
判
断

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
健
診
後
の
時
間
経

過
に
伴
い
変
動
が
あ
る
の
か
ど
う

か
を
知
る
（
た
と
え
ば
貧
血
が
進

行
し
て
い
る
の
か
を
判
断
す
る
）

こ
と
が
で
き
ま
す
。

白血球数

赤血球数

赤色素量

血球容積

平均赤血球容積

血小板数

380～480

12.1～14.6

35.0～48.0

410～530

13.1～16.6

39.0～52.0

/  l　

万/ml

g/dl

%

fl  

万/ml

女　性男　性単 位
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日　時　２月18日（土）

　　　　午後１時～午後４時30分

場　所　水戸芸術館

内　容　記念講演、素読発表

※当日、水戸芸術館広場において旧水戸藩領内の市

　町村が参加し、地場産品の販売等を行う「水戸藩！

　味な城下町まつり」（午前９時30分～午後３時／

　雨天決行）が同時開催されます。

問合せ　第10回全国藩校サミットin水戸実行委員会

　事務局　　029‐240‐5890

　全国藩校サミットは、藩校教育の伝統と精神を見

つめ直し、現代へ引き継ぐことを目的に毎年全国の

藩校所在都市で開催されています。

　今年は、水戸市で開催されますのでこの機会にぜ

ひご参加ください。

※１　マイクロリットル。一辺が１mmの立方体の
　　中に存在する白血球の数を表す。
※２　ヘマトクリット値ともいう。血液をガラス管
　　に入れ静置した際に血清と分離して下に沈んだ
　　赤血球の占める容積。
※３　赤血球１個あたりの容積。平均赤血球容積＝
　血球容積(%)×10／赤血球数(100万／１)。この項
　目は、貧血の鑑別に重要となるため、次稿でふれ
　ます。
※４　フェムトリットル。１辺が１マイクロメート
　ル（１／1000ミリメートル）の立方体の体積で１マ
　イクロリットルの10億分の１。

表１．血算の基準値の例
　　（基準値は検査をする施設により異なります）

※１

※４

※２

※３

4,000～9,600

80～99

13.0～34.9

健
康
コ
ラ
ム

Dr.

国
保
七
会
診
療
所

　
　
　
上
井
　
雅
哉

貧
血
検
査
か
ら
　
　
　
　
　

　
　
　
　
わ
か
る
こ
と（
１
）



広　告

　
土
曜
日
午
前
中
（
８
時
30
分
〜
正

午
）
の
税
務
課
窓
口
業
務
に
つ
い
て
、

左
記
の
期
間
は
、
住
民
税
申
告
相
談

の
た
め
休
止
と
な
り
ま
す
。

期
　
間
　
２
月
４
日
か
ら
３
月
31
日

　
ま
で
の
毎
週
土
曜
日

　
商
工
会
主
催
の「
地
域
商
業
活
性
化

セ
ミ
ナ
ー
」（
無
料
）を
開
催
し
ま
す
。

日
　
時
　
２
月
18
日（
土
）

　
午
後
２
時
か
ら 

場
　
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
城
里 

３
階 

大
会
議
室

テ
ー
マ
「
ど
う
す
れ
ば
人
が
輝
く
の

　
か
〜
人
が
輝
け
ば
、店
が
輝
く 

輝

　
い
て
い
る
店
に
人
が
集
ま
る
〜
」

講
　
師
　
大
嶋
　
啓
介
氏

　（
　
て
っ
ぺ
ん
代
表
取
締
役
）

定
　
員
　
100
名
（
申
し
込
み
順
）

お

知

ら

せ

税
務
課
か
ら

土
曜
窓
口
休
止
の
お
知
ら
せ

元
気
の
出
る
講
演

城
里
町
地
域
商
業
活
性
化
セ
ミ
ナ
ー

問
合
せ  
税
務
課（
内
線
１
２
０
）

　
　
０
２
９
‐
２
８
８
‐
３
１
１
１

　
講
　
　
演
　

申
込
先
・
問
合
せ  

城
里
町
商
工
会

　
　
０
２
９
‐
２
８
８
‐
２
０
０
１

■支給金額

　○出生祝金／出生により３人目以降の乳児を養育することとなった保護者に、10万円を支給します。

　○子育て支援金／３人目以降の幼児が３歳並びに６歳に到達した幼児を養育している保護者に、各々10

　　万円を支給します。

■受給資格者

　　出産前に２人以上（18歳未満で、18歳に達した日以降の最初の３月31日までの間にある子どもを含む）

　　の児童を養育している保護者で、出生により３人目以降の乳児を養育することとなった保護者

　　３人目以降の幼児が３歳に到達したとき、その幼児を養育している保護者

　　３人目以降の幼児が６歳に到達したとき、その幼児を養育している保護者

　　上記のほかに、当該出産日、または当該年齢到達日を含む前後において引き続き１年以上城里町に住

　　所を有し、住民基本台帳又は外国人登録原票に記録又は登録されている者

■支給制限（支給されない場合）

　　３人目以降の乳児が、出生の日から起算して14日以内に死亡した場合

　　申請を当該出産日又は当該年齢到達日以後１年以内に行わない場合

　　偽りその他不正な手段で申請を行った場合

■申請場所　役場健康福祉課、桂支所、七会支所

※印鑑と振込口座のわかるもの(受給資格者名義の預金通帳のコピー等)を持参してください。

※申請は随時受け付けます。

問合せ　健康福祉課（常北保健福祉センター内）　　029‐240‐6550

9

申請はお済みですか？ 申請は随時受け付け中! !

（有）
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■募集内容　　第２期地域福祉計画（案）　計画期間／平成24年度～平成27年度

■募集期間　　平成24年１月18日（水）～２月８日（水）

■資料の閲覧場所　役場健康福祉課、桂支所、七会支所、常北公民館、桂公民館、七会公民館

　町ホームページ（http://www.town.shirosato.lg.jp/）からもご覧いただけます。

■応募資格　次の　～　のうちいずれかに該当する方。

　　町内に住所を有する方　　事務所又は事業所を有する個人及び法人その他の団体　

　　町内に所在する事務所又は事業所に勤務する方　　町内に所在する学校に在学する方　　町税の納税者

■応募方法　次の　～　のうちいずれかの方法により下記の宛先へ送付してください

　　直接持参　　　郵送　　　ＦＡＸ　　　Ｅメール

　○個人の場合は、氏名、住所、連絡先を、法人や団体の場合は、事務所の所在地、名称、代表者の氏名、

　　連絡先を明記のうえ、ご提出ください。

　○電話など口頭でのご意見は、お受けできませんのでご了承ください。

　○意見提出用紙は自由です。

■提出先・問合せ　〒311-4391　城里町石塚1428-25　健康福祉課（常北保健福祉センター１階）

　　029‐240‐6550　　　029‐240‐6466　　　kenkou@town.shirosato.lg.jp

　パブリック・コメントは、町が政策に関する計画や条例などを策定するときに、それらの趣旨や内容など

を町民の皆さんに公表し、それらに対する意見等を募集し、寄せられた意見などを考慮して、最終的な計画

等の案を決定するとともに、寄せられた意見等に対する町の考え方をあわせて公表していく一連の手続きを

いいます。今回、次の計画（案）についてパブリック・コメントを募集しますので、ご意見・ご提案をお寄

せください。

　「家庭の日」図画・作文コンクールは、青少年育成城里町民会議が、より良い家庭づくり、人間づくり

を目指し、子どもの目から見た家庭生活を題材として実施し

ているものです。

　今年は、６月に募集を行い、796点（図画の部・小学生627
点、作文の部・中学生169点）の応募がありました。審査の結

果、図画の部・作文の部でそれぞれ最優秀賞と優秀賞が選ば

れ、11月19日（土）コミュニティセンター城里において、平成

23年度「家庭の日」図画・作文コンクール表彰式が開催されま

した。

　受賞者は次の方々です。（敬称略）

パブリック・コメントを募集します

飯山　志穂（常北小１年）　　　篠田　流星（石塚小１年）　　　大野　地央（桂小１年）

加藤　　凜（常北小２年）　　　　堀　湧大（沢山小２年）　　　卜部　竜輝（七会小２年）

石川　佳奈（桂小３年）　　　　森田　隆雅（石塚小３年）　　　山　　　歩（七会小３年）

三村亮太朗（桂小４年）　　　　相川　竜也（常北小４年）　　　　島　夢妃（沢山小４年）

小田部未央（沢山小５年）　　　堀口　杏菜（石塚小５年）　　　石川　愛理（桂小５年）

飯村　里花（七会小６年）　　　園部　将也（石塚小６年）　　　添田　智美（桂小６年）

小林　愛鈴（七会中１年）　　　田村　優香（常北中１年）　　　長谷川紗希（桂中１年)

中村　真也（七会中２年）　　　片野　柊雅（常北中２年）　　　　　　雄成（桂中２年）

鈴木　稚菜（常北中３年）　　　須佐菜緒実（桂中３年）　　　　山口　真明（七会中３年）

最優秀賞

最優秀賞

優秀賞

優秀賞

図
画
の
部

作
文
の
部

図
画
の
部

作
文
の
部



さや

賞状と楯を手にする 左から須藤君、飯村君、鈴木さん

　今年で第６回となる校内弁論大会が、10月28日（金）
に開催されました。各クラスから選ばれた17名が出場
し、審査の結果、最優秀賞は飯村徹郎君（３年）、優秀

賞は鈴木清さん（３年）、優良賞は須藤涼太君（１年）に
決まりました。
　17名の出場者はそれぞれ熱弁を振るい、全校生徒と
職員に大きな
感動を与えま
した。最優秀
賞に選ばれた
飯村君の原稿
を下に全文紹
介いたします。
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私
は
、
常
北
高
校
に
入
学
し
て
ま
も
な
く
城
里
町
の
高
校
生
会
に
入
り
ま
し

た
。
私
が
高
校
生
会
に
入
ろ
う
と
思
っ
た
の
は
、
地
域
の
た
め
に
何
か
を
し
た

い
と
思
っ
た
こ
と
と
、
学
校
以
外
に
も
自
分
の
居
る
べ
き
場
所
が
欲
し
か
っ
た

か
ら
で
す
。

　
第
一
回
目
の
定
例
会
は
、
ま
だ
場
の
雰
囲
気
に
慣
れ
ず
、
自
分
か
ら
意
見
を

言
う
こ
と
す
ら
で
き
な
い
く
ら
い
で
し
た
。
し
か
し
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
、

自
然
に
学
校
、
学
年
関
係
無
く
、
自
由
に
意
見
を
述
べ
合
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
参
加
し
て
感
じ
た
、
高
校
生
会
の
大
き
な
魅
力
だ

と
思
い
ま
す
。

　
高
校
生
会
の
一
番
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
は
、
毎
年
夏
休
み
に
行
わ
れ
る
小
学
生

対
象
の
北
海
道
研
修
旅
行
に
、
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
同
行
す
る
こ
と
で

す
。
最
初
は
、
楽
し
そ
う
な
イ
ベ
ン
ト
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
実
際
に

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
小
学
生
を
ま
と
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
想
像
以
上
に
大
変
で

し
た
。
な
か
に
は
、
話
を
聞
か
な
い
子
供
が
い
た
り
、
何
度
注
意
し
て
も
、
勝

手
な
行
動
を
し
て
し
ま
う
子
供
が
い
た
り
す
る
か
ら
で
す
。
そ
う
し
た
子
供
達

の
注
意
を
こ
ち
ら
に
向
か
せ
、
グ
ル
ー
プ
と
し
て
ま
と
め
る
た
め
に
、
一
人
一

人
と
関
わ
り
を
持
っ
た
り
、
接
し
方
を
工
夫
し
た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
自
分

自
身
も
小
学
生
の
模
範
と
な
る
言
葉
遣
い
や
行
動
を
示
す
こ
と
で
、
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
た
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
次
第

に
子
供
達
の
私
に
対
す
る
見
方
が
変
わ
り
、
話
を
聞
い
て
、
指
示
に
従
お
う
と

す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
経
験
で
私
は
、
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
こ
と

の
難
し
さ
と
責
任
の
重
さ
を
感
じ
る
と
同
時
に
、
そ
の
や
り
が
い
も
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
洞
爺
湖
に
毎
晩
打
ち
上
げ
ら
れ
る
花
火
を
見
な
が
ら
、
私

の
、
高
校
生
会
へ
の
思
い
も
、
そ
の
大
輪
の
花
火
の
よ
う
に
大
き
く
膨
ら
ん
で

い
き
ま
し
た
。

　
こ
の
北
海
道
研
修
以
外
に
も
、
県
立
水
戸
養
護
学
校
の
生
徒
と
共
同
で
う
ど

ん
を
作
っ
た
り
ス
イ
カ
割
り
を
し
た
り
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
、
町
民
運
動
会
の
お

手
伝
い
、
成
人
式
の
補
助
な
ど
多
く
の
活
動
が
あ
り
ま
す
。
ど
れ
も
や
り
が
い

の
あ
る
活
動
で
す
。

　
私
は
今
年
の
四
月
、
高
校
生
会
の
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
私
自
身
、
人
を

ま
と
め
た
り
、
人
の
上
に
立
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
苦
手

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
高
校
生
会
を
発
展
さ
せ
て
い
く
と
い
う
前
会
長
と
の
約

束
を
守
り
抜
き
、
先
輩
達
が
私
に
託
し
た
思
い
を
次
に
つ
な
げ
る
た
め
、
私
は
、

会
長
と
し
て
一
年
間
高
校
生
会
を
盛
り
上
げ
て
い
く
決
意
を
し
ま
し
た
。
で
き

れ
ば
、
前
会
長
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

成
長
す
る
機
会
を
与
え
て
く
れ
た
他
の
メ
ン
バ
ー
や
、
教
育
委
員
会
の
方
々
に

感
謝
の
意
を
示
す
た
め
に
も
、
残
り
の
任
期
を
精
一
杯
務
め
、
自
分
自
身
と
共

に
城
里
町
高
校
生
会
を
さ
ら
に
成
長
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ご
静
聴
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

弁論大会特集弁論大会特集弁論大会特集 高校生会に入って

私の母

バス停にて

一人一人の個性

高三の夏休みの過ごし方

開放骨折について

伝えられることの幸せと大切さ

仕事を好きになるということ

時間と人生

祖父から学んだこと

アルバイトで学んだこと

部活動を通じて学んだこと

私にとっての剣道

常北高校の良いところ

イジメはやめよう

高校に入ってからの私

大震災と汚れた写真

飯村　徹郎（常北）

栗橋　隆太（常北）

児玉　美憂（水戸五）

鈴木　　清（常北）

薗部　貴博（双葉台）

廣木　　心（桂）

大森　智美（桂）

小林　哲也（常北）

坂本　和正（常北）

小林　卓矢（桂）

森田　隆嗣（双葉台）

石嶋　昂太（飯富）

鷺　　翔瑛（常北）

高橋真奈美（常北）

須藤　涼太（常北）

所　祐希奈（常北）

長島　利菜（常北）

３年

３年

３年

３年

３年

３年

２年

２年

２年

２年

２年

１年

１年

１年

１年

１年

１年
・最優秀賞の飯村君が、原稿を暗記して、ずっと正面を向い
　て話していたのが立派だったと思いました。
・発表した人たちは、あんなに大勢の前で自分の気持ちをは
　っきり言えて､素晴らしいと思いました。
・自分もリーダーの立場になったときは、がんばりたいと思
　いました。
・発表した人の話がみんな感動的だったので、少し泣きそう
　になりました。
・弁論大会をきっかけに、今までの日常生活を考え直したい
　と思いました。

（カッコ内は出身中学校）

桂中学校長　　小林　孝志氏
七会中学校長　丹野志津子氏
本校同窓会長　横田　昌三氏
本校校長　　　堂　　英夫
本校教頭　　　宮田　和志

●主題　●内容

●表現力（文章・話し方）

●態度

　（目線・表情・身振りなど）

３
年
　
飯
村
　
徹
郎

最
優
秀
賞

生徒の感想より
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竹
内
　
幸
子

木
の
実
独
楽
廻
し
故
郷
　
か
な
り

　
　
　
　
　
　
　 

一
杉
　
常
子

ス
テ
ッ
プ
は
テ
ネ
シ
ー
ワ
ル
ツ
冬

の
バ
ラ
　
　
　
　 

寺
門
　
孝
子

木
の
間
よ
り
全
長
高
き
冬
の
瀧

　
　
　
　
　
　
　 

瀬
谷
　
博
子

晩
秋
や
我
が
町
産
米
日
本
一

　
　
　
　
　
　
　 

岩
下
　
金
司

冬
満
月
ざ
ん
ぶ
り
こ
ぼ
す
露
天
の
湯

　
　
　
　
　
　
　 

田
口
　
勝
元

縁
側
で
猫
と
戯
る
小
春
日
や

　
　
　
　
　
　
　
　
富
田
　
欽
子

八
十
寿
過
ぎ
足
腰
痛
み
か
ら
元
気

　
　
　
　
　
　
　 

青
木
新
三
郎

ロ
ト
ジ
ャ
ン
ボ
夢
も
は
か
な
き
年

の
暮
れ

　
　
　
　
　
　
　 

富
田
　
多
蔵

草
か
れ
て
つ
か
れ
が
と
れ
る
草
刈
機

　
　
　
　
　
　
　 

飯
村
　
孝
一

薬
害
か
捕
り
過
ぎ
な
の
か
知
ら
ざ

れ
ど
久
し
ぶ
り
見
る
い
な
ご
の
番

　
　
　
　
　
　
　
　
杉
山
み
ち
こ

柔
き
音
の
大
正
琴
に
魅
せ
ら
れ
て

導
き
く
る
ゝ
先
輩
に
徒
く

　
　
　
　
　
　
　
　
所
　
美
恵
子

そ
ば
の
花
白
々
と
咲
け
る
畑
夛
く

村
里
の
昼
は
た
だ
に
閑
け
し

　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
千
紗
子

亡
き
父
母
も
亡
き
夫
も
寄
り
て
く

る
よ
う
な
枯
れ
松
葉
た
く
焚
火
の

に
ほ
ひ
　
　
　
　 

山
形
　
式
妙

夕
光
の
い
ち
ょ
う
大
樹
を
仰
ぎ
つ

つ
大
震
災
の
歳
月
が
逝
く

　
　
　
　
　
　
　 

大
森
　
久
子

敬
老
の
日
に
賜
り
し
記
念
品
今
す

こ
や
か
と
感
謝
し
生
き
る

　
　
　
　
　
　
　 

青
　
　
京
子

陽
を
受
け
て
紅
く
輝
く
柿
の
実
を

ざ
る
い
っ
ぱ
い
に
夫
は
も
ぎ
行
く

　
　
　
　
　
　
　 

鶴
田
　
す
が

八
個
目
の
ラ
ン
ド
セ
ル
買
う
佳
き

日
和
孫
は
は
し
ゃ
ぎ
て
爺
に
纏
わ
る

　
　
　
　
　
　
　 

薗
部
　
光
子

野
ぼ
た
ん
の
花
見
る
ご
と
に
浮
び

く
る
和
服
の
母
は
い
つ
も
紫

　
　
　
　
　
　
　
　
枝
　
　
不
美

ま
こ
と
無
き
人
の
言
葉
に
疼
き
つ

つ
水
気
ゆ
た
か
な
る
大
根
お
ろ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
片
見
　
和
枝

晩
秋
の
雨
に
濡
れ
咲
く
山
茶
花
は

端
麗
な
れ
ど
華
や
か
な
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
川
上
千
代
子

立
冬
の
木
も
れ
陽
ゆ
れ
る
山
路
来

て
見
上
ぐ
る
空
に
雲
流
れ
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
島
　
　
愛
子

西
金
砂
の
銀
杏
の
大
樹
に
諭
さ
る

る
人
の
生
命
の
短
か
さ
問
は
ば

　
　
　
　
　
　
　 

多
田
志
保
子

と
な
り
家
の
い
ち
ょ
う
黄
葉
が
吹
く

風
に
散
り
行
く
さ
ま
は
蝶
舞
う
如
し

　
　
　
　
　
　
　 

坪
井
き
よ
子

は
ら
か
ら
の
耳
遠
く
な
り
声
高
に

歩
む
紅
葉
の
西
山
荘
を

　
　
　
　
　
　
　 

萩
谷
登
喜
子

雨
あ
が
り
窓
に
明
る
き
紅
葉
木
は

光
を
ま
と
い
初
冬
の
朝

　
　
　
　
　
　
　 

冨
田
佐
智
子

ゆ
う
か
げ

こ

ま
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■「契約ってなに？」　私たちのくらしは、契約で成り立っています。例えば、「店で商品を買う」「友人から

　お金を借りる」と言うのも契約のひとつです。

■安易な契約はトラブルのもと

　○契約は、口約束でも成立します。契約書は、約束成立の証拠として作成するものです。

　○いったん契約を結んでしまうと、自分の都合で一方的に解約することはできません。解約するには、相

　　手の同意が必要であり、解約損料を支払うのが普通です。

　○親等の同意がなく、未成年者がした契約や詐欺・強迫による契約は、取り消すことができます。

　○内容が公序良俗に反する契約や錯誤による契約は無効です。

■契約○×クイズに挑戦しよう！（答えはこのページの右下にあります。）

　Ｑ1 契約は契約書に署名した時点で成立するため、口約束による契約は無効である。

　Ｑ2 未成年者が親に無断でバイクを買った。父親はこの契約を取り消すことができる。

　Ｑ3 インターネットショッピングで注文したルームランナーが届いた。使ってみて気に入らなければクー

　　　リング・オフができる。

　若者が消費生活問題でトラブルに巻き込まれるケースの７割強が契約や解約に関した事例です。そこで今

回は、『契約』や『解約』に関する身近なトラブルについてご紹介します。

い
の
ち

に
お

城里町消費生活センター（コミュニティセンター城里２階　産業振興課内）
　０２９－２８８－３１１１（内線385）　相談日／毎週　月・水・金曜日　　午前９時～午後４時

消費生活センターだより ～ 契約と解約について ～

も
み
じ

クイズの答え／Ｑ1 ×、Ｑ2 ○、Ｑ3 ×



日 月 火 水 木 金 土

　
２
月
13
日（
月
）〜
２
月
20
日（
月
）

は
蔵
書
点
検
の
た
め
休
館
と
な
り
ま

す
。
こ
の
期
間
中
に
お
け
る
資
料
の

返
却
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
図
書
資
料
を
返
却
す
る
場
合

　
図
書
館
入
口
脇
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
Ａ
Ｖ
資
料（
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
Ｃ
Ｄ
）

を
返
却
す
る
場
合

　
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で

入
り
口
に
特
設
の
Ａ
Ｖ
資
料
返
却
ボ
ッ

ク
ス
を
設
置
し
ま
す
。

※
Ａ
Ｖ
資
料
は
壊
れ
や
す
い
の
で
、
ブ

ッ
ク
ポ
ス
ト
に
は
返
却
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

　
デ
ビ
ュ
ー
作
の
絵
本
が
ベ
ス
ト
セ
ラ

ー
と
な
っ
た
陽
子
と
、
新
聞
記
者
の
晴

美
は
親
友
同
士
。
共
に
幼
い
こ
ろ
親
に

捨
て
ら
れ
た
過
去
を
持
つ
。
あ
る
日
、

脅
迫
状
と
と
も
に
、
陽
子
の
息
子
が
誘

拐
さ
れ
…
。

　
毎
月
第
二
・
四
土
曜
日
の
午
前
11
時

か
ら
30
分
程
度
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ「
あ
す
な
ろ
」の
み
な
さ
ん
の
協
力

で
、
紙
芝
居
を
行
っ
て
い
ま
す
。
楽
し

い
お
話
が
聞
け
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼人生がときめく片づけの

魔法／近藤麻理恵／サンマ

ーク出版▼収納王子コジマ

ジックの魔法のかたづけ術

／収納王子コジマジック／

アスペクト▼スティーブ・

ジョブズ　１／ウォルター

・アイザックソン／講談社

▼人生教習所／垣根涼介／

中央公論新社▼茨城の逆襲

／岡村青／言視舎

火～金　10:00～18:00
土・日　10:00～17:00
■休館日
　おはなし会　11:00から

新着図書から

相談内容 日　時 場　所 相 談 員内　容　等 問　合　せ

読
み
聞
か
せ
の
お
知
ら
せ

蔵
書
点
検
の
お
知
ら
せ

心配ごと相談
コミュニティセ
ンター城里３階

11日(水)
25日(水)

10:00～12:00

町の相談員、
弁護士

内容／家庭内の心配ごと、
　交通事故、結婚、離婚、
　遺産相続、土地問題など

社会福祉協議会
　 029‐288‐7013

教育相談 常北公民館毎週月曜日
13:00～17:00

町の教育相
談員

内容／教育に関すること全般
　 029-288-2409
　 soudan@town.shirosato.
lg.jp

教育委員会事務局
　 029‐288‐3135

消費生活相談
内容／悪質商法や多重債務
　などの消費者トラブル
※事前に電話で申し込み

毎週
月・水・金曜日
9:00～16:00

コミュニティセ
ンター城里３階

弁護士18日(水)
10:00～12:00

消費生活相
談員

産業振興課
産業振興課

　 029‐288‐3111
（内線385）

常北保健福祉
センター

24日(火)
13:30～16:30

こころの
相談会

精神保健福
祉士、保健師

内容／こころの病気に関す
　ることなど
※事前に電話で申し込み

健康福祉課
　 029‐240‐6550

境
　
遇

湊　かなえ
双葉社

13 
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紙芝居の様子
どなたでも
ご参加いただけます。



１月生まれの
１才は

人10

納税には、簡単で便利な口座
振替をご利用ください

町・県民税 （ ４  期 ）

農集排使用料 （１月分）

住宅使用料 （１月分）

下水道使用料 （１月分）

水道使用料 （１月分）

後期高齢者医療保険料（ ７  期 ）

国民健康保険税 （ ８  期 ）

町 人口の
12月１日現在

の今月 納税等

人口

男

女

世帯

21,182人

10,262人

10,920人

7,162世帯

人　数

－28

－12

－16

－３

前月比

14 

１月４日発行

いつもニコニコなあいち
ゃん。
明るく元気に育ってね。

父
・
隆
志
さ
ん
　
母
・
亜
弓
さ
ん

１月23日生まれ

　任期満了（平成24年１月31日）に伴う城里町農業委員会委員一般選挙が次
のとおり行われます。今回の選挙の有権者は、平成23年３月31日現在で農
業委員会委員選挙人名簿に登録されている方になります。
【投票日時】　平成24年１月29日（日）　午前７時～午後６時
【投票場所】　町内13か所の投票所　※入場整理券に記載されています
【定　　数】　第１選挙区（常北地区「大字上古内除く」）　７人
　　　　　　第２選挙区（桂地区）　　　　　　　　　　６人
　　　　　　第３選挙区（七会地区及び大字上古内）　　３人
◇投票日当日、仕事や外出などの理由で投票できない方は、期日前投票を
　ご利用ください。
【期日前投票期間／時間】　１月25日～28日／午前８時30分～午後８時
【期日前投票所】　第１選挙区／コミュニティセンター城里　　　
　　　　　　　　第２選挙区／桂公民館
　　　　　　　　第３選挙区／七会支所
問合せ　城里町選挙管理委員会　　029‐288‐3111（内線224）

　11月に静岡県で行われた「お米日本一コンテストｉｎしずおか」（お米日本
一コンテストｉｎしずおか実行委員会主催）において、ななかいの里生産研
究部会の盛田守さん（徳蔵）が出品したコシヒカリが
全国から出品された30品種、378点の中から最優秀
賞に選ばれました。また、同部会の富田昇さん（塩子）
のコシヒカリも優良賞を受賞しました。
　12月14日（水）には、同部会が関係者を招待して試
食会を行い、今回のコンテストで入賞した２人のコ
シヒカリを含む５点の食べ比べを行い、見た目や香
り、旨み成分（食味値）を比較しました。
　また、12月16日（金）には、盛田さん、富田さんを
はじめ、町やＪＡ関係者が県庁を訪問し、橋本昌茨城県知事に受賞を報告。
日本一に輝いたコシヒカリをPRしました。県知事から、おいしい米作りの
　　　　　　　　　　　　　ポイントを聞かれると、盛田さん、富田さん
　　　　　　　　　　　　　ともに「水の管理」と「米作りに適した自然環
　　　　　　　　　　　　　境である」と答えていました。
　　　　　　　　　　　　　　今後、町とＪＡ茨城中央では同研究部会の
　　　　　　　　　　　　　生産した「ななかいの里コシヒカリ」が城里町
　　　　　　　　　　　　　の新しいブランドとなるよう支援をしていく
　　　　　　　　　　　　　予定です。

あ

い

り

冨
永
　
葵
玲
ち
ゃ
ん
（
磯
野
）

　12月１日現在の人口は、

平成22年国勢調査の結果

を反映し、増減の基準と

なる11月１日の人口・世

帯数を次のように変更し

ています。 

人口 21,479人→21,210人

  男  10,525人→10,274人 

  女  10,954人→10,936人 

世帯 7,435世帯

　　　　　  →7,165世帯




